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勢
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…
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論
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け
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…
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翻
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勢
賃

の
経
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質

(巴
田

島

錦

.
治

'第

⊥
八
節

限

界

的

生

産

力

の
勢

賃

説

・

企
は
前
節

に
於
て
.
労
賃

の
最
大
黙
及
ひ
最
小
黙
の
學
説
を
述

へ
、
且
之
を
批
評
し
た
㌧
。
而
し
て
本
節

に
於

て
は
、
夢
賞
は
勢
働

の
限
界
的
生
産
力
若
激

其
限
界
的
敷
用
に
由
b
て
決
定
せ
ら
る
あ

學
視
を
説
明
し
且
批

評
せ
む

ご
徴

す
。

蓋

し
限
界
的
敷

用
即
ち
最
終
敷

用

か
財
貨

の
償
値

を

測
定
す

ε

の
読

を
援
充

し
て
、
地

代
勢
賃

及
ひ
利
子
を
説

明

し
た
る

は
凋

速
撃
者

「
7
ナ
ソ
、

チ

ュ
ー
ネ

ソ
」

(<
o
昌
月
巨
o儲
口
)

に
始
ま

る
。

而

し
て
近
頃

に
於
て
は
米
国
學

者

「
ク
ラ

■
ク
」
氏

(」。
ぎ

ヒ⇔
卑
霧

Ω
母
乙

及
ひ
「
ガ

ー
ヴ

ァ
ー
」
氏

(目
ぎ

口
器

Z
[×
。
昌
O
p竃
①
「)

の
如

き
は
此
學

,
派

を
代
表
す

る
も

の
ざ
謂
…ふ

べ
し
。

此
學
涯

の
説

に
從

へ
は
、
勢
賃

の
額

は
労
働

の
限
界

酌
生
産

力

に
由
り

て
決

定

せ
ら

る
つ
詳
言
す
れ

は

一
般

の
貨

物

の
増

加

に
射

し
て
徴
用
逓
減

法
則

の
行

は
る

、
ざ
同

様

に
一
凡
そ
弊

働
者

の
供

給

の
増

加
は
其
新

に
加
は
り

た

る
者

の
敷
用

を
し
て
其
前
者

よ
り

は
低

か
ち

し
む

る
も

の
な
り

、
斯
く

し

て
新

に
加
は

る
各
勢
働
者

の
雇
主

に
封

論

説

野
賃
の
経
済
的
及
ひ
溢
徳
的
性
質
(四
).

第
+
】
巻

(第
五
號

四
七
)
.
夫
二
}



論

説

労
賃
の
維
濟
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
(四
)
「

第
十
一巻

〔第
五
號

四
八
)

六
二
二

す

る
敷

用

廣
漸

減

し
遂

に
新

に
加
は

る
勢
働
者

に
向

て

の
費
用

は
其

勢
働

の
生
難
ず

る
債
値

よ
サ
は
大
ぜ
な

る
の

黙

に
到
達

す

へ
し
。
但

し
場

合

に
由
り

て
は
、
一
時

、
謂

ゆ
る
収
穫
逓

増
法
則
行

は

る

、
こ
`
.あ
る

へ
七
。

詳
言
す

れ
は
、
勢
働

の
結
果

π
る
生
産
物

の
増

加
か
勢

働
の
費

用

の
増

加
よ
り
も
速
か

な

る
場

合

め
る

へ
し
。
黙

れ
こ
も

何
時

か
は
勢
働

の
敷

用
漸
減

即
ち
牧
穫
漸
減

行
は
れ
て

、
遂

艦
前
述

の
如

き
勢
働

の
費

用

か
其
生
産
贋
値

よ
り
人

な

る

の
黙

に
達
す

へ
き
な
り
。

此
理
を

「
チ

ュ
ー
ネ

ソ
」
氏
及
ひ

「
カ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏

は
農
業

に
就

て
例
議

せ
り
。

今
先

つ

「
チ

ュ
ー
ネ

ン
」
氏

の
説

の
概
要
を
述

ふ
べ
し
。

(Ω
ユ
ρ

勺
「げ
。
凶竺
雰

。
「
同
。
屋

。
巴

国
。
8
。
臼
ざ

ぐ
p
鵠
一p
庁民

ξ

○

≦

.
》
.
<
。鼻

N層
も。
m8
乱

〉
巳
①瞥凶∩睾

Φ二
三
Q
P

℃
で
・
い
Ho
l
い
5

参
照

旺
左

に
搗

く

る
は
「
ヂ
ー
ド
」
の
原
書

に
は
無

し
、
蓋

し
課

者

「
ヴ

ェ
デ

ィ
ッ
」
氏

の
補

ふ
所

に
係

る
、
又
同

氏
は

.鳶
巨
o
ロ
。旨
、ω

≦
。H二
①貯
Φ
..
=
巴
5

H。。℃
ひ
、出

版

の
論
文
あ
b

ご
云

ふ
、

此

書
余

の
手

許

に
無
き
故

に
暫
一
前

記
澤

書

に
依

る
)
。

今
残

る

一
定
の
面
積

の
畑
地

に
於

て
馬

鈴
薯

を
敬
穫

せ
ん

巴
す
、
奨
金
禮

の
分
量
は

百
石
な
り

ご
假
足

せ
よ
、

之
を
残

ら
ず
取

り
入
れ

る
こ
ご
能

は

さ
る
は
明
な
b
。

さ
れ

ご
土
掘

り

に
雇

ふ
所

の
勢
働

を
増

七

ぎ

へ
す

れ
は
、

地

中

に
残

る
分
を
最
も
少
く
す

る
こ

ざ
を
得

へ
し
り
而

し
て
共
結
果

は
左
表

の
如

し
。

雇
傭
勢
働
者
数

雅

趣

高

増

取

高

大

石
.

石

口

合
δ

i

五

金

、
六

六
、
内

■



1

六

万
一
.、〇

四
、
四

七

力
四
「
O

　
、
0

(

突

、
ロ

ニ
δ

力

山
眉
、
里

一
、
　「

冨

軸
(
、
二

.

O
、
カ

.

此
表
の
示
す
例

に
於
て
、
若
し
勢
働
者

一
人
の
費
用
か

一
石
な
り
ピ
す
る
ε
き
は
、
農
主
は
九
人
迄
を
雇

ふ
て

利
益
の
最
大
総
額
を
得

へ
し
ご
錐
も
、
十
人
目
を
雇
ふ
は
不
利
な
り
、
何
ご
な
れ
は
之
に
封
ず

る
費
用
の
増

加
は

一
石
に
し
て
、
収
穫
の
増
加
は
之
に
及
は
さ
れ
は
な
り
(即
ち
丸
井
)。
故
に
農
圭
に
し
て
十
人
属
を
雇
ふ
な
ら
は
、

其
は
寧
ろ
慈
善
行
爲
ε
謂

ふ
へ
く
、
而
し
て
若
し
彼
か
猶
多
藪
を
同
様
の
費
用
(即
ち

一
石
)
に
て
雇
ふ
な
ら
は
彼

は
遂
に
腱
業
の
止
む
無
き
に
至
る
へ
.し
。
叛
概
し
て
生
産
者

か
業
を
管
む
に
方
り
て
は
、
慈
善
を
、目
的
ε
せ
す
し

て
利
潤
を
目
的
ビ
す
。
各
企
業
者
は
其
農
主
た
る
ピ
工
主
た
る
ご
を
問
は
す
、
最
大
利
潤
を
生
す
る
黙

に
成

る
へ

む

　

む

ロ

む

　

く
近
く
達
せ
ん
ε
勉
む
。
而
し
て
此
最
大
黙
は
最
後
の
勢
働
者
の
生
産
す
る
所
の
債
値
か
雇
主

に
向
て
の
彼
の
費

用
(即
ち
労
賃
}よ
め
は
猶
ほ
大
な
る
黙
な
り
ε
す
。
此
最
後
の
勢
働
者
の
勢
働
は
総
て
の
他

の
労
働
者

の
勢
働
ε

同

】
ξ
假
足
せ
ら
る
＼
か
故

に
、
彼
等
の
勢
賃
は
総

て
同

一
な
ら

さ
右
を
得
す
、
而
し
て
其
額
は
最
後

の
勢
働
者

　

む

　

む

　

む

む

　

む

む

む

む

む

の
生
・産
力

よ
b
人
な

る
を

得

さ
る

へ
七
。
」要
す

る
に
最

後

の
叉

は
新

陀

に
加

は
b

π
る
勢
働
者

な

る
語

は
必
ず

し

む

む

む

む

も
實
際

に
最
後
の
叉
は
新
加
の
勢
働
者
を
意
味
す
ξ
思
考
す

る
を
要
せ
す
、
何
嘘
な
れ
は
総
て
の
勢
働
者

か
同
時

む

　

に
雇

ひ
入
れ
ら
る

、
こ
ご
あ
れ
は
な

り
。
此

最
後
な

る
語

の
意

味
を
明
瞭

な

b
し
む
る
爲

に
更

に
左
の
例
を
墨

く

論

.説

勢
賃
の
縄
済
的
及
ひ
延
徳
的
性
質
(四
)

第
十
【巻

(第
五
號

四
九
)

六
二
三

伽

.

・

1
「



論

説

鱒
賃
の
麗
済
的
及
ひ
逝
綴
的
性
質
〔四
)

第
十
一
巻

(第
五
號

五
〇
冒

六
二
四

へ
し
。

藪

に

一
玉
虫
あ
り
て
或
種
の
貨
物
の
販
路
の
人
な
る
を
熟
知
せ
り
。
而
し
て
彼
は
勢
働
以
外

の
総
て
の
生
産
用

の
設
備
及
ひ
資
料
を
所
有
す

ε
假
足
せ
ぽ
。
斯
様
の
企
業
者
に
は
第

一
組
の
野
働
盾
は
非
常
に
必
要
に
し
て
、
且

非
常
に
儂
値
あ
る
生
産
物
を
作
り
出
す
な
る

へ
し
。
故
に
彼
は
彼
等

に
甚
だ
高
き
勢
賃
を
支
彿
ふ
を
得

へ
し
。
思

ふ
に
第
二
組

の
勢
働
者
を
雇
ふ
も
猶
ほ
彼
に
向
て
利
益
あ
る
へ
し
、
き
れ
ε
真
結
果
た
る
貨
物
供
給
の
糟
加
は
〔
他

の
事
情

か
同

「
な
ら
は
)
長
き
時
日
の
問

に
は
生
産
物
の
各
箇

の
償
を
低
落
せ
し
む

へ
し
。
此
第
二
組

の
勢
働
者

は
正
に
第

一
組
の
人
々
ε
同

一
の
熟
練
技
能
を
有
す
れ
こ
も
、
其
弊
働
の
生
産
す

る
所

の
債
値
は
幾
分

か
第

一
組

の
ぞ
砦

劣
ら
さ
る
を
得
す
・
而
し
て
是
は
箏

岬
饗

畢

苔

マ

難

バ
群

郭

欝

畢

が
ぴ
弾

む

コむ

む

り

む

む

　

む

　

な
る
自
然
の
結
果
な
り
。
.前
掲

の
表
の
示
す
例

に
於
て
九
人
の
勢
働
者

か

一
時
に
雇
は
る

、
こ
ε
有
b
得

ヘ
レ
、

而
し
て
此
場
合
に
於
て
成
る
特
定
人
を
指
摘
し
て
最
後
の
勢
働
者
ピ
嬬
し
、
ヌ
は
最
小
の
生
産
を
寫
す
郵
働
者

ε

.

爲
す
は
明
か
に
道
理
に
戻
れ
b
、
黙
れ
ざ
も
時
代
的
に
官
は
す
し
て
論
理
的
に
吉
は

＼
斯
の
如
き
最
後

の
労
働
春

あ
る
こ
ε
は
確
實
な
り
。
「

以
上
は
牧
穫
逓
減

の
場
合

に
就
て
の
み
述

へ
た
る
か
、
工
業

に
於
て
牧
穫
断
路
の
行
は
る
＼
場
合
あ
る

へ
.し
。

即
ち
勢
働
者

の
耀
加
よ
り
は
生
産
債
疸
の
増
加
か

一
層
大
な
る
場
合
に
し
て
、
例

へ
は
二
人
の
勢
働
者
か
各

々
輩

凋
に
て
働
け
ば
各

々
四
を
生
産
す
れ
ざ
も
協
同
し
て
働
く
時
は
+
を
生
産
す

る
場
合
の
如
し
。
今
若
其

一
人
を
解

.



「

雇
す
れ
は
生
庵
の
減
少
は
六
な
り
、
此
場
合
に
若
し

一
人
の
生
産
力
を
六
ご
し
他

の

一
人
の
生
産
力
を
四
ε
す
る

の
不
合
理
な
る
如
く
、
後
に
雇
ひ
入
れ
た
る

一
人
の
生
産
力
を
時
代
的
順
序

よ
b
四
ε
す

る
は
回
し
く
不
合
理
な

る

へ
し
。
撚
れ
ε
も
工
業
に
於

て
も
牧
穫
漸
増
法
則
は
決
し
て
永
続
す
る
も
の
に
非
す
や
勢
働
者
雇
人
の
増

加
は

む

む

遂
に
は

一
の
限
界
黙
即
ち
之
を
超
ゆ
れ
は
企
業
者

匹
不
利
益
ε
な
る
、の
黙
に
達
す

へ
し
。
比
熱

の
到
達
ば
最
後
の

む

む

む

ロ

若
く
は
限
界
的
勢
働
者
の
生
産
物
か
彼
の
勢
働
の
其
雇
主

に
拘
て
の
原
償
即
ち
彼
の
労
賃

に
殆

ん
ε
国
債
な
ら
む

ε
す
る
時

に
在
り
。

.

.公
卒
法
則
に
從

へ
は
、
均
等
の
…労
働
に
勤
し
て
不
・均
の
勢
賃
あ
る

へ
か
略
す
。
故

に
此
最
後
の
若
く
は
限
界
的

　

む

勢
働
者

の
受
く
る
勢
賃
は
総
て
の
他
の
同
種
同
能
力
の
勢
働
者

の
勢
賃
を
決
定
す

へ
き
な
り
。
換
言
す
れ
は
勢
賃

。

。

。

。

。

。

。
.

Q

。

Q

ゴ

D

。

。

。

。

。

。

。

。

D

。

。

つ

Q

は
賢

に
勢
働
者

の
生
産
物
.
(躁
o
含
∩
¢

に
均

し
け
れ
こ
も
、
而
も
最
小
な
る
良
好
條
件
の
下
に
雇
は
る

＼
.勢
働
者

む

む

む

む

の
生
産
物
に
均
し
か
る

へ
き
な
り
。
「
ド

ク
ト
川
、
ス
チ
ワ
ー
ト
、
ヴ
ッ
ド
」

(U
「・
雫
岳
匡

謹
。
。
e

は
前
述

の
理
論

を
要
約
し
て
曰
く

「
総
て
の
勢
働
の
償
格
は
、
絶

て
の
貨
物
の
概
略
の
如
く
、
其
最
終
敷
用
邸
ち
最
後

に
使
用
せ

ら
る
、
部
分
の
妓
用
、
約
言
す
れ
は
最
小
に
有
用
に
し
て
最
小
に
詳
慣
せ
ら

る

、
其
部
分
の
奴
用

に
由
り
て
規
定

せ
ら

る
」

ピ
(以
上
前
掲
「
ヂ
ー
ド
」
氏
鐸
書
中
に
鐸
者
の
増
補
し
た
る
部
分
の
要
領
)。

以
上
の
説
明
に
由
れ
ば
限
界
的
生
産
力
の
勢
賃
説
は
1
凡
そ
財
貨
の
廣
値

は
其
限
界
的
敷
用
に
由
b
て
決
定
す

.

こ
の
説
ε
勾
土
地

に
於
け
る
如
く
其
他

の
生
産
要
素
即
ち
資
本
及
ひ
勢
働

に
も
亦
牧
穫
邊
減
法
則
の
必
ず
行
は
る

く

輪

読

、
券
貰
の
郷
濟
刑
及
ひ
道
徳
的
性
質
(四
》

第
+
暮

(第
五
號

五
ご

大
二
五



'

論

説

.
勢
賃
の
経
済
的
及
ひ
遣
罐
的
性
質
(四
)

第
†
ア
巻

(第
五
號

五
二
)

六
二
六

ラ.

`
の
考
ざ
を
融
合
し
て
更

に
3
謂
ゆ
る
從
來

の
生
産
力
説
を
連
結
し
た
る
も
の
ざ
謂
ふ
へ
し
。
従
来
の
生
産
力
説

か
労
働
の
供
給
特
に
人
口
を
度
外
に
措
き
た
る
の
鉄
勲
は
、
此
限
界
的
生
産
力
説
に
由
り
て
巧
妙
に
之
を
補
綴
す

る
を
得
、
何
こ
な
れ
は
人
口
の
増
加
即
ち
或
企
業
に
於
け
る
雇
傭
勢
働
者
の
増
加
は
其
限
界
的
赦
用
即
ち
限
界
的

生
産
力
を
減
少
す

ご
説
明
す
れ
は
な
り
。
撚
れ
ε
も
從
來
の
生
産
力
説

か
勢
勤
者
に
取
り
て
徹
頭
徹
尾
樂
天
的
な

る
に
比
し
て
、
限
界
的
生
塵
力
説
は
彼
等
に
取
り
て
甚
だ
悲
観
的
な
る
の
相
違
あ
b
ご
す
。
蓋
し
此
學
誘
は
生
産
要

素
中
土
地
及

ひ
資
.本
を

一
定
不
動
ε
假
寇
し
、唯
勢
働
者
の
敬
の
み
増
加
す
れ
は
、彼
等
の
生
産
力
は
漸
減
し
、
其

者
人
に
向
て
の
生
産
物
の
.分
前
即
ち
勢
賃
は
益
々
減
少
し
,
之
に
反
し
て
地
主
及
ひ
資
本
主
の
分
前
は
益
々
増
加

す

へ
し
ε
論
断
す
。
實
際
に
於
て
土
地
は
開
墾
埋
立
等
に
由
り
其
利
用
面
積
を
多
少
増
加
す
る
を
得
、
叉
資
本
は
。

土
地

よ
吐
は

一
履
容
易
に
且
多
く
之
を
増
加
す

る
を
得

べ
し
ε
雄
も
、
土
地
は
元
來
有
限
な
ヶ
、
叉
資
本
の
増
加

の
割
合
は
「
マ
ル
サ
ス
」
等

の
憂
慮
す
る
如
く
到
底
人
口
増
加
の
割
合

に
及
は
す
ε
す
れ
は
、
其
結
果
は
知
る

へ
き

の
み
。
即
ち
斯
か
を
撒
態
の
下
に
於
て
若
し
果
し
て
限
界
的
生
産
力

の
勢
賃

か
實
際

に
行

は
れ
ん
か
、
地
代
は
盆

・

盆
騰
貴
し
、
肚
會
の
少
数
を
占
む
る
資
本
主
及
ひ
企
業
者
の
分
前
た
る
利
子
及
ひ
利
潤
は
、
假
令
其
牽

に
於
て
は

外
形
上
低
一
ε
も
、
r實
際
各
人
の
受
く
る
所

の
額

ピ
し
て
は
大

に
増
加
し
、
之
に
反
し
て
人
口
の
大
都
分
を
昨
む

る
労
働
者
各
人
の
受
く
る
所

の
勢
賃

ぽ
大
に
減
少
す

へ
く
、
而
し
て
其
結
果
は
労
働
問
題
の
劇
甚
ε
な
b
、
之
か

解
決
を
し
て
盆
々
困
難
な
ら
し
む

へ
き
な
り
。



「

-

、

1

「
カ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏

は
北
勢

働
限
界
生
産
力

の
原
理

を

説

明
す

る
に
方
り
、

詳

か
に
勢
賃

ご
地

代
ε

の
關
係
を
論

し
た
わ

(↓
・
三
.
O
碧
く
oひ

曄
o
U
響

「ぴ
⊆辞δ
口
o
h
≦
〇
四
犀
F

冒
O
自

網
O
汁
「
6

一〇。
}
Ω
缶
冥
o『
Hく
・)。

氏
は
曰
く

「
他

の
事
柄

か
同

一
な

る
ご
き
、
若

し
土

地
及

ひ
資
本

に
比

例
し

て
多

く

の
勢
働

み
る
ご
き

は
其
限
界
的

生
産
力

は
低

く
、
從
て
勢
働

の
何
れ

の
輩
位

(睾
}二

巨
じ

も
少

な

く
需

要

せ
ら

る
、

是

は
牧
穫
漸
減

法
則

の
必
.然

の
結

果
な

b
」
ε

(旭
・
畠
ご
。
氏
は
説

明
を
簡
軍
な
ら

し

め
ん
か
爲
.に
、
或
種

の
産
業
例

へ
は
農
業

に
協
力
す

る
種

々
の
勢
助

を
假

b

に
均

一
の
も
の

こ
見
倣

し
、
甲
乙
丙

丁
の
四
等

の
円
地

に
勢
働
者

か
漸

次
外
延

的
並
.に
内
約

的

に
雇

用

せ

ら

る

、
状

態
を
假

足
し
、
左

の
表

を
掲

げ

て
此

限
界
生
産

力

の
原
理

を
明

か
に
せ
b
。

第

　
表

五 四 二 二 簸者働

攣
動
ず
る
員
数

の
券
働
者
か
耕
作
す

る
各
百

工
-

カ
ー
の
面
積
あ
る
四
等
の
田
地
工
り
生

す
〃
全
収
石
高

及

ひ
労
働

の
限
界
的
生
産
高

(但

し
共
に
プ
ヅ
シ
エ
ル
)

印

地

ー

ー

全
敢
蔑

高

吾
〇

九
8

」
三
8

」
四
〇
〇

k

O
O

吉 舌 音 署
000n

星眼
塵界
高的

乙

地

ー

ー

書 き琶
pOO

高全

署 羨

限
界
的

生
産
高

き
O

一「86
0

高全

誉 § § 」険 丙

生限

語r雑 地

1
全
敗
綾

高

　百舌
0

限
界
的

生
産
高

】8

.

嗣

此
表

に
於
て

は
、計

算

を
便

な
ら

し
む

る
爲

に
、
数
字
を

悉
一
整

数

ご
爲

せ
b
。
甲
地

を
最
優

等

ε
し
て
乙
丙
丁
以

下

は
漸
次

之

に
亜

く
.
而

し
て
各
等
地

の
面
積

を
百

エ
ー
カ
し
宛

ε
す
。

全
敗
穫

高

ざ
は
勢
働
者
全
膿

の
働

を
兵

器
…
冊肌

隅刀賃
の
纒
轍桝貼附
及
ひ
鬼遣
徳
的
牲皿質
〔隅H)

雌夘
十
一
巻

(苗夘
託
號

甲五
三
)

山八
一「七
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論

説

勢
貸
の
縄
澗
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
【四
)

第
十
一
巻

〔第
五
號

五
四
)

六
二
八

土
地

に
加

へ
π
る
結
果

に
し
て
、
限
界
的
生
産
高
ぜ
は
新
に
加
は
り
た
る
勢
働
者

の
働

に
由
6
生
産
高
の
増
加
な

b
。
即
ち
始
め
甲
等
級

に
麗
す
る
各
田
地
に
唯

一
人
の
み
猫
立
し
て
働
き
た
る
時

に
は
勢
働
の
限
界
的
生
産
額
は

五
百
プ
ッ
シ
エ
〃
な
り
、
而
る
に
勢
働
者
増
加
す
る
ご
き
は
限
界
的
生
産
額
は
四
百
プ
ッ
シ
・エ
ル
.に
減
す

へ
し
、帥
ち

彼
等
の
或
者
は

一
人
宛
濁
立

し
て
乙
等
地
を
耕
や
す

か
、
叉
は
中
等
地

の
何
れ
か
に
雇
傭
勢
働
者
ε
し
て
働
く

へ

し
。
此
面

ツ
の
場
合
の
何
れ
に
於
て
も
各
人
は
四
百
ブ
ッ
シ
ェ
ル
.の
牧
穫

高
を
肚
會
に
新

に
供

給
す

る
を
得
る
に

遇
き
す
。
、人
口
術
ほ
増
加
し
て
各
中
等
地

に
二
人
宛
よ
り
多
く
、
及
ひ
各
乙
等
地

に

一
人
宛
よ
り
多
く
な
れ
は
、限

界
的
生
産
高
は
三
百
ブ
ッ
シ
ェ
ル
に
減
す

へ
七
、

即
ち
此
場
合
に
飲

分
の
人
々
は

-
乙
等
地
を
耕
し
始
む
る
か
、

レ

ラ
ラ

「又
は

2
甲
等
地

か
乙
等
地
か
に
雇
傭
勢
働
者
ε
し
て
働
く
な
る

へ
し
。
此

1
2
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
各
人
は
肚

(

(
(

會

の
全
敗
穫
量
の

上
に
唯
三
百
ブ
ッ
シ
ェ
ル
を
堪
給
し
得
る
に
過
ぎ
す
。

然
れ
ε
も
総

て
の
弊
働
者
は
均

一
の
勢

働
能
力
を
有
す

る
者
ε
假
足
せ
ら
る

＼
故

に
勢
働
に
加
入
の
先
後
を
問
は
す
、
凡
そ
雇
傭
勢
働
者
た
る
人
は
同

　

の
勢
賃
を
受
く

へ
き
筈
な
転
。
故
に
前
記
の
場
合
に
於
け
る
弊
賃

は
総
て
に
謝
し
て
三
百

ブ
ッ
シ
ェ
ル
な

ら
さ
る

へ
が
ら
す
・
唐

人
墨

加
し
て
各
鑑

に
彫
続

晦
及
集

.⑱

.鰯
に
傷

者
か
配
世
せ
ら
る
・
ξ

は
餐

帥
ち
限
界
的
生
産
額
は
遂
に
二
百
ブ
ッ
シ
ェ
ル
又
は
百
ブ
ッ
シ
ェ
ル
に
低
落
す

へ
き
は
前
掲

の
表
の
示
す
所

の
如
し

ε
す
。

"

「
ヵ
ー
ヴ
ァ
レ
」
氏

は
勢
働
者
の
敷
の
増
加
か
騨
賃
及
ひ
地
代

に
及
ぼ
す
影
響
を
更
に
左
の
表

に
依
り
て
説
明
し
.
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た

り

第
二
表

五 四 三 ニ 一 級着倒

(
勺
.
同
省

1

&

Qひ
)
い

製
動
ず

る
員
鍛
の
勢
働
者
か
耕
作
す
る
時
惰
生
産
力
な
異
に
す

ろ
四
等
の
田
地
よ
り
生
す

ろ
全
攻

穫
高
、
舞
働
の
限
界
的
生
産
高

、
労
賃
糖
類
及
ひ
地
代
線
額
三

者
共
に
プ
・
シ
ェ
ル
に
て
計
算
)

葦籠 書§ 離1

暮書誌1高 鱗

百 合 習 合
OOGO

融 誉奮

δ 六 三_

紬鼻
高貿

総地
高代.

篤 旛,

甲

}「

1

[地

乙

地

.

　

　

　
　

　

ワ

離
響
藻

雛

四
〕
O

I

I

I

ー

七
口
〇

三
〇
〇

六
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〇
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〇
ロ

一

乃
0
0

二
〇
〇

六
〇
〇

嵩
O
O

冨

　
O
O
O

一
〇
〇

四
〇
〇

六
〇
〇

六

春 百 舌
000

oIOO

舌 弩
Oo

誉 百

i

. 離}.

高訓 丙

難1
高代1地

11_/

此

表
は
説

明
の
便
宜

上

】
の
想
像
的

小
肚

會
に
於

け

る
総
て

の
土
地

か
甲

乙

丙
丁

の
四
葬

よ
h
成
立

ち
、

て
耕
作

人

の
敬

か

一
人

よ
り
始
ま
b

て
、
漸

次
増

加
す

る
も

の

ご
假
足
す
。

最
初

の

一
人
は
固

よ
り

印
地

を
耕

作
す

へ
く
、
其

時
未

た
地

代
な
る
も

の
あ
ら
す

、
又

は
少

・ギ
こ
も

勢
賃

ご
厘

刑
す

へ
き
何
物

も
無

か
る

へ
し
。
三

人

の
肚
會

ピ
な
れ

は

、
二
人
は
自
ら
甲
地

を
耕
や

七
、

一
人
は
乙
地

を
耕
や

す

へ
く

、
其
時

の
沓
人
の
恨

界
的
生
産
額
及

ひ
勢

賃
は

四

百
ブ

ツ
シ
漏
ル
な

る

へ
く
.

而
し
て
甲

地

は
百

プ
ソ
シ

ェ
ル
の
地

代
、

即

ち

一
工
ー
ヵ
1
毎

に

一
ブ

ッ
シ
ェ
ル
の
地

代

を
生
す

れ

ε
も

、

乙
地
は
未

だ
地

代
を
生
.せ
さ
る

.

へ
し
。
⊥
八
人

ε
な

れ
は
三
人

は
自

か
む

用
地

に
、

二
人

は
乙
地

に
、

一
人
は
丙
地

に
て
働

く

へ
く
、
其
時

の
限

界

齢
.
甜肌

労
賃
の
経
済
的
及
ひ
進
徳
的
性
質
(四
)

第
十
一
巻
.
(鯖
}五
號

五
五
)

六
二
九

H

よ

h

成
立
ち
、

而
し

II

「

「

置 き
00

IEI

舌
o

ISI

離1
「高生限

勲
難

一1代 鰯 劉

下

地

●

,
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論

説

勢
賃
の
縄
濟
的
及
ひ
轟

窪

質
〔四
)

第
丈

巻

(第
義

五
六
)

六
三
〇

的

生
産
高

は
此

三
等
地

を
通

し
て
回

し
く
三

百
ブ
ッ
シ

ェ
ル
な

る

へ
一
、

而
し
て
甲
地

は
三

百

プ
ッ
シ
ェ
川
、
乙
地

は
百

ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
地

代
を
生

し
、

内
地

は
未

だ
地

代

を
生

せ

さ
る

へ
し
.

人
口
十
人

。し
な
れ

は
四
人
は
自

か
ら
.

用
地

に
・
三

入
は
乙
地

に
、
二
人
は
丙
地

に
、

一
入

は

丁
地

に
て
耕
作
す

へ
し
。
其
時

の
限
界
的
生
産

高
は
二
百

ブ
ッ
シ
ェ
ル
に

し
て
・

地

代

は
甲
地

に
⊥
八
百
、
脚乙
地

に
三
百
、
丙
地

に
百

ε
な
り

、
丁
地

に
は
未

だ
.之
を
生

せ
さ

る

へ
し
・
十

五
人

`
な

れ
は
五
人
は
甲
地

を
、
四

人
は

乙
地
を

、
・三

人
は
内
地

を

、
二
人
は
下
地
を
耕
や
す

へ
ぐ

勢
賃

は
百

ε
な
り
、
地

代

は
甲
地

一
千
、
乙
地
⊥
八
百
、

丙
地

三
百
、
丁
地

一
再
ご
な

る

へ
し
。
一

.

以
上
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
限
界
的
生
産
高
歩

働
者
敷
藁

す
れ
鯵

賃
総
高
を
得
、
全
敗
穫
高
よ
b
勢

、
賃
穂
高
を
差
引
を

き
は
地
代
墾
.同
を
得
る
な
り
。

前
述
の
説
明
は
農
地
厩

養

し
た
砦

も
.
里

の
理
論
を
工
場
議

用
す
・
を
得

へ
し
。
凡
て
の
産
業
及

・

ひ
肚
會
を
通
し
て
讐

を
支
配
す

へ
き

疲

法
則
行
は
る
。

一
般
法
響

は
何
ぞ
、早

、或
る
何
れ
か
の
種
類
の

凱

の
何
れ
か
の
輩
位
の
糞

土
の
駿

留

れ
か
肇

の
全
生
産
高
に
附
け
聖

響

所
の
額
、
即
ち
豊

位

な
し
星

産
さ
覆

・
所
の
額
の
上
に
養

位
に
専

て
生
讐

れ
得
嶺

に
從
ふ
も
の
脊

。
撚
れ
毫

縫

漸
減
法
則
行
は
る
・
か
爲
に
、
比
類
は
同
種
の
勢
留

位
の
敷
か
総
て
の
他
の
生
産
要
童

其
中
に
地
種
の
勢
働

を
も
含
む
)
に
比
し
て
増
加
す

る
時

に
減
少
す
。
而
し
て
反
封

に
比
類
は
同
種
の
草
位

の
数

か
総
て
の
他
の
要
素

昆

し
て
婆

す
る
時
に
増
加
す
。
換
　寄

れ
は
如
捲

る
種
類
霧

轡

て
も
其
餐

は
其
限
界
聖

産
額
に

●

0

「



由
り
て
定
ま
り
、
而
し
て
其
限
界
的
生
産
額
は
其
供
給

か
他
の
要
素

に
比
し
て
増

加
す

る
時
に
減
少
し
、
他
の
要

素
に
比
し
て
減
少
す

る
ε
き
に
増
加
す
。
故
に
如
何
な
る
種
類
の
勢
働
に
て
も
其
勢
賃
は
全
く
其
需
要
ご
供
給
ε

に
從
臆
す

る
も
の
な
り
。
其
需
要
は
其
限
界
的
生
産
物
に
本

つ
く
は
前
述

の
説
明
に
由
り
て
明
か
な
り
、
而
し
て

ロ

む

む

ゆ

む

ゆ

む

り

む

ド

其
供

給

は
勢
働
者

の
敷

ご
勢
働

力
度

(凶コ
9
昌
凱凶ぐ
)
の
二

よ
b
成

る
。
勢
働
力

度
ご
は
各
勢
働
者

の
獲

す

る
生
産
的

精

刀
の
分
量

に
し

て
、
勢
働
時
聞
及

ひ
勢
働
能
率

(韓

。
o
=
pげ
2
こ

を
含

み
、

而

し
て
此

二
者

は
共

に
勢
働

の

O

苦
痛
若
く
は
犠
牲

に
由
b
て
制
限
せ
ら
る
q

前
掲
勢
働
の
供
給
を
支
配
す

る
二
要
素
中
、
勢
働
力
度
の
方
は
比
較
的
単
簡
な
れ
ε
も
、
勢
働
者

の
撒
の
問
題

は
甚
だ
複
雑
な
り
。
こ
れ
に
は
勢
働
者
全
艦
の
人
口
問
題
ξ
、
各
職
業
に
於
け
る
人
口
分
配
の
問
題
ξ
あ
り
。
前
.

者
に
在
b
て
は

一
般
人
口
ε
他

の
生
産
要
素
即
ち
自
然
の
資
源
及
ひ
蓄
積
せ
る
資
本
ε
の
關
係
か
如
何

に
.一
般
勢

賃
決
定
に
影
響
す

る
か
を
研
究
せ
さ
る

へ
か
ら
す
沿
後
者
に
在
り
て
は

一
般
人
口
の
事
は
勿
論
.
其
他

一
の
職
業

に
従
事
す
る
人
口
ε
他
の
職
業
に
従
事
す
る
人
口
ε
の
關
係
、
弁
ひ
に
こ
れ
ε
其
職
業
に
於
け
る
他
の
生
産
要
素

ε
の
關
係

か
如
何

に
關
係
的
勢
賃
決
定
の
上
に
影
響
す
る
か
を
研
究
せ
さ
る

へ
か
ら
ざ
る
な
り
。

一
般
勢
賃
の
問
題
は
不
熟
練
勢
働
者
の

一
般
階
級
の
労
賃
の
問
題

ご
し
て
取
扱

ふ
を
得
、
何
こ
な
れ
は
是
は
人

口
の
大
多
数
を
占

め
、
彼
等
間

の
勢
賃
は
殆
ん
ε
均

↓
に
し
て
、
且
彼
等
か

一
の
職
業
よ
b
他

の
職
業
に
移
動
す

る
は
至

っ
て
容
易
な
れ
は
な
り
。
斯
の
如
く

一
般
労
賃

の
問
題
を
、
、不
熟
練
勢
働
階
級
に
制
限
す
る
時
は
、
勢
働

論

説

勢
賃
の
縄
漕
釣
及
ひ
磁
徳
的
性
翼

巴

第
+
一
巻

昂
五
號

五
七
)

六
=
二



諸

説

揮
貸
の
組
濟
的
瓦
ひ
溢
徳
静
性
質
(四
)

第
十
一巻

(第
五
號

五
八
)

太
三
二

者

の
労
賃

ε
彼
等

の
生

活
基

準

こ
の
關
係

は
恰
も

一
般
貨

物
の
償
格
ご
其
生
産
費

ε

の
關
係

に
似

た

る
も

の
め
り

生
産
費

か

一
般
貨
物

の
供

給
を

制
限

し
、
随

て
真
贋

格

に
影
響

す

る
如

く
、
生
活
基
準

は
勢
働
者

の
人
口
即

ち
勢

働

の
供

給
を
制

限
し
、
勝

て
其
勢
賃

に
影
響

す

る
も

の
な
b
。

「
ヵ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏

は
生
活

基
準

を
定
義

し
て

.角
腎

。・富
民
卑
乙

o
=
7
.冒
σq

日
Φ窪
。。弥

a
μ三
岳
=
因
習
昏
①
2
ヨ
冨
「
9

0
昏
自

宅
9
口
房

毛
ぎ
総

髯
一【塾

a
9
一
些
。

ぎ
隻
≦
O
⊆p
[

oo
霧
ぼ
o
諺

o
h
ヨ
o
お

一日
喝
o
再
円
ロ
oΦ
窪
窪
刷
子
簿

〔賄

付7
①

唱
「o
o「①
舞
写
ρ
一差
けぎ
∩叶・
ご
熾

せ
り
、
是
れ

は
余

か
前
節

に
掲
…

.

け
た

る
生
活
基
準

の
定
義

(各

勢
働

者
又

は
其
階

級

か
常

に
享

受

し
及
ひ
固
執
す

る
所

の
生
活

上
の
必
要

、
便
宜
、

愉
楽

の
総
量

)

に
比
す

れ
ば
頗

る
露
骨

に
生

活
基
準

か
人

口
を
制

限
す

る
所
以
を
示
す

も

の

、
如

し
。

次

に
熟
練

勢
働
者

の
供

給

に

關
し
て
は
、

カ
ー
ヴ
ァ
ー
氏

は

之
を
制

限
す

る
所

の
要
素

か
生
活
基
準

の
み

に
止

ま
ら

さ

る
を
諭

し
.
此
場
合

に
於
け

る
勢
働

の
勢
賃

は
恰

も
土
地

の
地

代

の
如

き
も

の
な

る
を
説

き
、
円
く

『
勢

.

働

の
場
合

に
於

て
は
稟
性
的

遺

徳
的
性
質

の
差

異
を
計
算

に
入
れ

さ
る

へ
か
ら

さ
る
は
恰

も
土
地

の
地

代

に
散

し

て
土
地

の
位

置
及

ひ
其
原
始
的

不
滅
的

生
産

力

の
差
異

を
計
算

に
入
れ

さ
る

へ
か
ら

さ
る
か
如

し
」
ε
(嚇
αq
Φ
一
。。
こ

所
謂
熟
練
勢
働
准

ば
種
々
の
等
級
め
b
、
異
常

の
天
才
に
し
て
千
萬
人
に
冠
絶
す

る
者
あ
b
、
斯
の
如
き
は
激

育
衛
生
制
度
の
如

き
人
力
を
以
て
其
供
給
を
増
減

し
得

へ
き
に
非
す
。
次

に
博
學
強
記
耐
忍
練
達
奪
の
諸
徳

か
常

人
に
過
く
る
者
あ
暢
、
次
に
各
種
専
門
的
技
術

に
慣
熟
す
る
者

め
り
、
而
か
も
其
多
く
は
大
抵
敏
育
練
習
の
力

に

依
り
て
成
就
す
。
此
等
の
差
異
的
掛
倒

の
勢
賃
を
決
定
す
る
も

の
は
何
ぞ
や
。
曰
く
、
此
等
差
異
的
勢
揃
の
何
れ



¶の
種
類
に
就
て
見

る
も
凡
そ
炉

の
職
業
を
選
み
て
之
に
就
く
に
は
人
々
に
由
り
て
稟
性

の
差
異
あ
る
故

に
準
備

の
費
用
も
亦
各
々
異
な
ら
さ
る
を
得
す
。
最
適
者
は
最
小
の
費
用
に
て
先

つ
就
職
す
る
を
得
、
而
し
て
新
加
入
者

帥
ち
最
滴
者
よ
り
漸
一
劣
等
の
人
々
は
漸
く
多
く
の
費
用
を
要

し
、
遂
に
費
用
か
辛

ふ
し
て
職
業
に
依
り
て
得
る

〉
ハ

所
を
償

ふ
に
足
る
所
の
限
界
的
勢
働
者
に
至
b
.て
其
鯨
は
就
職
を
断

.

A

Y

下

.

輪

観

⊃

¢

○

鵡
〃賃
の
経
済
的
及
ひ
道
糎
的
性
質
(四
) 念

ず

へ
し
。
故
に

一
の
職
業
に
於
け
る
罫
賃
の
割
合
は
限
界
的
増
員

(日
程
触
雷
=
ロ
。
δ
ヨ
Φ葺
)
の
生
産
力
#

に
其
費
凧

に
て
測
定
せ
ち
る

へ

し
。
限
界
員
は
生
産
力
ε
費
用

ざ
か
同

一
な
る
か
故
に
何
等
の
飴
剰

を
得
さ
れ
ご
も
、
其
他
の
就
職
者
は
費
用
よ
b
は
生
産
力
人
な
る
か

故
に
鯨
剰
即
ち
地
代
に
似
た
る
も
の
を
得

る
な
り
。
今
之
を
圖
解
す

る
こ
ご
左
の
如
し
。

.

眠
線
を
以
て
傷

者
の
増
加
を
示
し
、
㎝
線

に
沿

ふ
て
勢
働
者

の
生

産
か
を
測
り
、
船
を
以
て
漸
次
に
滑
加
す
る
勢
働
者
の
生
産
力

の
減

少
を
測
り
、
舳
を
以
て
共
費
用

の
増

加
を
測
る
も
の
手

。
冊
し
て

此
場
合

に
於
て
、
.勢
働
者

の
供
給
は
狙
を
以
て
測
ら
れ
、
其
限
界
者

で

の
費
用
無

に
し
て
『
恰
も
限
界
的
無

力
即
詠

若
潅

。D
三

第
†

一
巻

(第

五
號

五
九
)

六
三
三



.

輪

読

弊
賃
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(四
)

第
十
一
奮

〔第
五
號

大
Q
〕

六
三
四

致
す

へ
し
。

而
し
て

U
諺
○
団
.な

る
孝

行
方
形

ば
総

て
の
生
産
九

㊨
合
計

に
し
て
、
之

よ
b
費

用
の
合
計

O
O
諺
喝

な

る
不
等
邊

四
角

形
を
控

除

し
た
る
残

b
即

ち

U
O
>

は
飴
剰
に

て
、
謂

ゆ
る

牢
誘
。
コ
四
一
.。三
ε

稠

せ
ら

る

、

も

の
な
b
。

ラ

・
以

上
は
「
ヵ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏

の
限
界

的

生
産

力

の
勢
賃
説

の
要
領
な
り

、
之
を
総
括
す

れ

は

一
総
て

の
場
合

を
通

ズ

し
て
勢
賃

を
決
定
す

る
も

の
は
限
界
的

生
産
力
な

り
。
勾

一
般

に
勢
働

の
供

給

を
制
限
す

る
所

の
有
倣

的
原

因
は

く

　

ド

.
生
活
基
準

ざ
勢
働

の
辛
苦

ξ
な
り
。

3
熟
練
凱
働
者

の
供

給
を
制

限
す

る
所

の
有
数
的
原

因
は
熟

練
的
職
業

に
就

ー
ー

く

に
要
す

る
限
界
的
費

用
な
り
。

4
而

し
て
此
場
合

に
恰

も
土
地

の
地

代

の
如

く
入

の
能
力

の
隷
剰
即

ち

(℃
。
「,

(

mo
⇒
巴

「o
暮

を
生
す
。
.

・

余

は
此

限
界

生
産
力
誘

を
述

ふ
る
に

比
較

的
多

く

の
紙
筆
を
費

や
し
セ
り

、
術

ほ
此
説

の
首

唱
者

`
し
て
有
名

な

る
「
ク
ラ
ー
ク
」
氏

の
所
説
}
(い

ゆ
.
Ω

貫
r

固
い。。。⇒
臨
巴
ω
o
『
国
8
昌
o
ヨ
剛o
目
ケ
o
o「ざ

2
0ξ

団
o
「『

6
0
ざ

∩
ゲ
四
〇
冨
「

<
一一ご

を
暴

け
て
比
較

論
評
せ

ん
ε
思

ひ
た

れ
ε
も
、
「
カ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏

の
所
説

ε
大
同
ぷ
異

な
る

か
故

に
之
を

他

日

に
譲

り
、
今
少

し
く
「
カ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏

の
説

に
就

て
短
評
を
試

み
む

ε
欲
す

『

限
界
生
産

力
説

は
、
数

用
遽
減
法

則
及

ひ
土
地
収
穫
逓
減

法
則
を
眼
振

こ

し
、
敗
穫

の
遍
減

は
膏

に
土
地

に
於

て

の
み
な
ら
す

、
其
他

の
生
産

要
素
即

ち
勢

働
叉
は
資
本

に
も

亦
行
は

る

へ
き
も

の
な

る

こ
き

を
前

提

ε
し
、
而

し
て
労
賃
を
諭
す
る
に
當
り
ゆ

募

働
以
郷
の
生
登

素
即
ち
土
地
及
ひ
資
本
を
警

不
動
の
も
の
毛

、
響

0



勢
働

の
み
か
増
加
す

る
場
合
を
假
定
す
。
而
し
て
北
俵
定

の
下
に
於
て
勢
働
者

の
生
産
力
は
漸
滅
し
、
絶
て
地
代

　

　

及
ひ
資
木
所
得
は
漸
増
す
ε
断
論
す
。
故
に
此
學
説

は
第

一
に
償
値
決
定
の
問
題
に
閲
し
て
勢
働
を
貨
物
ざ
同
観

す

る
も
の
な
り
。
勢
働
を
貨
物
ご
同
視
す
る
の
不
修
理
な
る
は
余
既
.に
第
四
節
に
於
て
反
覆
詳
論
し
た
り
散

に
含

む

ロ

叉
贅
せ
す
。
第
二
、
此
學
説
か
労
賃
を
論
ず

る
に
方
b
土
地
及
ひ
資
本
の
量
を
確
定
不
動

の
も
の
ε
す

る
は
果
し

て
正
當
な
り
ゃ
。
土
地

は
暫
く
之
を
措
く
も
、
資
本
を
確
定
不
動
ご
假
寇
す

る
は
、
彼
の
勢
賃
基
本
説
を
焼
.直
し

π
る
の
嫌
な
か
ら
す
。
而
し
て
、労
賃
基
本
説
の
誤
謬

は
余
か
第
三
節
に
説
述

せ
る
如
し
。
固
よ
D
學
者

か
純
理
を

研
究
す

る
に
方
b
て
は
、
如
何
な
る
假
定
を
寫
す
も
可
な
り
ε
雌
も
、
纒
濟
學
の
如

き
人
間
肚
曾
の
攣
動
常
な
き

實
際
の
事
實

に
就

さ
て
研
究
す

る
に
ぞ

、
蝕
り
に
之
に
遠
き
叉
は
實
際
に
存
在
せ
さ
る
事
を
假
寇
す

る
は
決
し

て
其
學
を
し
て
有
用
な
ら

し
む
∂
所
以
に
非
す
、
即
ち
勢
働
の
勢
賃
を
論
ず

る
に
方
り
、
資
本
を

一
定
不
動
ざ
假

足
す
る
か
如

き
は
籐
b
に
實
際

の
脛
濟
事
情
に
逡

さ
か
り
た
る
非
難
を
冤
.か
れ
す
。
實
際

に
於
て
は
文
明
諸
国
に

於
け
る
資
本

の
増
加
は
決
し
て
人
口
の
増
加
に
後
れ
す
し
て
、
寧
ろ
之
よ
り
連
な
る
も
の
め
り
。
是
れ
諸
國

に
於

て
人
口
も
増
加
し
卒
均
勢
賃
も
増
加
し
、
且
生
活
基
準

か
共
に
増
加
し

つ
＼
あ
る
所
以
な
り
。

鍬
「二
、
此
涙
の
論
者

か
限
界
生
産
力
を
測
定
す

る
に
最
後
の
加
入
者
に
由
り
て
増
加
す

へ
き
生
産
額
湘
若
く
は

彼
の
撤
退
笛

・
τ
減
少
す

へ
き
生
産
讐

以
て
し
、
之
を
以
て
土
地
ぞ

は
資
本
の
力
に
由
ら
す
し
で
純
然
π

る
勢
働

の
み

に
由

る
其
生
産
額

な
り

ε
論
定
す

る
は

果
し

て
正
當

な
り
や
。

今
曇

に
揚

げ
陀

る

「
カ
!
ヴ
ァ
ー
」
氏

.

齢

醗

労
賃
の
経
済
的
及
ひ
濫
徳
的
性
質
(四
)
.

第
+
】
巻

〔第
五
號

六
一
)
、
六
三
五



に

論

議

勢
賃
の
縄
濟
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質

(四
)

第
十

一
巻

(第

五
號

六
二
)

六
三
六

の

第

二

表

起

櫨

り

て

其

田

地

に

就

て

の

説

明

を

移

し

て

工

業

に

就

て

の

説

明

ε

な

b

、

且

其

表

の

一
部
.
た

る

甲

の

項

の

み

を

取

る

ε

き

は

蓋

し

左

表

の

如

く

な

る

へ
し

ゆ

第
三
表

攣
動
す
ろ
員
載
の
際
働
者
か
確
定
ぜ
る
資
本
の
工
業
に
就
業
す

る
時
の
全
生
産

-
.額

、
勢
働
者
の
限
界
生
産
高
、
労
賃
総
踊
及
ひ
資
本
所
得
総
額
(
一
一者
共

に
圓
)

勢
働
者
鍛

金
生
産
高

限
界
生
産
高

野
賃
穂
高

資
本
所
得
穂
高

、
一

五
〇
ロ

ー

ー

1

一
一

沁
O
O

四
〇
〇

八
D
O

言
0

}二

三
〇
ロ
.

話
00

九
〇
〇

胃言
〇

四

】四
8

舌
0

、

合
〇

六
〇
〇

五

,

這
8

撃

琶
O

吾
O
.

δ
8

備
考

勢
働
者
鍛

一
人

の
場
合
ば
努
働
者
か
工
業
主

た
兼

ね
る
場
合
ご
假
寇

す

へ
し

此

表

は

余

か

恣

に

「
カ

ー

ヴ

ァ
ー

」
氏

の

表

の
地

代

総

額

巴

あ

る

を

改

め

て

資

本

所

得

総

高

ε

改

め

た

る

も

の

な

り

ご

難

も

、
「
カ

ー

ヴ

7
1

」
氏

も

亦

之

を

是
.記

す

へ
き

は

氏

の

盲

に
徹

し

て
.明

か

な

ゆ

(
氏

は

曰

く

】ぐ

9

p
昌
げQ
渉
σq

芸
o

ゴ
鎚

亀
目
㈹
P

窪

島
o
富
び
『
㎝
、8

ロ

ぴ
o
ヨ
餌
α
0
8

p
唱
℃
望

8

砕
9
0
ユ
o
㎝
p
旨
臨
o
島
費

∩
『
し。
。。
o
州
【&

島
陣
「囚巴

2
鼠
び
冴

7
日
窪

星
.

餌
・。

ミ
6
岩

四
切

件o

律
「
日
・。
・
∂
「
.ま

①

路

ヨ
①

四
Φ
口
Φ
第

=

碧
く

σq
o
く
Φ
ヨ

の

享
、凋

o
。・
鼠

些

o
日

艶

層
㊤
乱

闘目

し・
o
α
①
蔓

p
巳

p
「
σq
Φ
...)

扱

此

表

を

見

て

　
驚

を

喫

す

る

は

一
定

不

動

な

る
.資

本

の

所

得

か

百

圓

よ

り

千

圓

に

上

b

、

之

に
.反

し

て

勢

働

者

の

勢

賃

の

総

高

か

二

人

の

場

合

に

八

百

圓

に

し

て

五

人

の

場

合

に

却

て

五

百

圓

に

減

少

す

る

の

黙

な

り

ご

す

。

趾

・
よ

b

此

数

字

は

計

算

に

便

な

ら

し

む

る

爲

め

、

及

ひ

純

理

の

理

解

を

容

易

な

ら

し

む

る

爲

に

、

大

ま

か

に

選

み

た

る

も

の

な

る

は

勿

論

な

れ

ε

も

、

吾

人

の

常

識

よ

b

割

餅

す

る

も

、

ヌ

實

襟

の

事

實

に

徴

す

る

も

、

斯

の

如

一

増

.



■

加
せ
る
勢
働
の
絡
生
産
額
即
ち
勢
賃
総
額
は
減
少
し
ヤ

一
定
不
動
な
る
資
本

の
生
産
額
帥
ち
資
本
所
得

か
増
加
す

る
は

ユ
ー
ト
ピ
ア
に
非
さ
れ
は
即
ち
地
獄
の
沙
汰
な
り
ξ
す
。
元
來
資
木
な
る
も
の
は
勢
働
を
自
然
に
加

へ
た
る

の
結
果
曾

、
如
何
長

筆

屋
の
某

も
講

の
力
轟

ら
さ
鼠

製
酪

を
讃

す
る
笛

な
き
は
・
毫
も

如
何
に
　艮
質
多
量

の
勢
働
も
資
本
の
力
を
借
ら
さ
れ
は
共
生
雇
力
を
戦
場
す

る
能

は
さ
る
か
如
し
。
然
ら
ば
此
派

の
學
盾
か
生
産
額
を
分
耕
し
て
純
勢
働

(σ
国
二
筈
2
こ

に
賺
す

へ
き
部
分
即
ち
限
界
生
産
高
`
純
資
本

に
蹄
す

へ

き
部
分
即
ち
資
本
所
得
を
構
成
す

へ
.き
部
分
ご
に
匠
別
す
.る
は
、
暴
れ
分
づ
へ
か
ら
さ
る
物
を
張
て
分

つ
も
の
に

し
て
、
恰
も
鋏
の
何
れ
の
方
の
双

か
物
を
多
く
切
.り
た
る
か
ざ
謂
ふ
の
類
な
り
。

　

む

第
四
、
「
カ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏
か
熟
練
勢
働
者
の
勢
賃
を
地
代
ご
比
較
す
る
の
説
は
、

従
来
企
業
者
の
利
潤
の

「
即

ち
純
利
潤
を
人
的
地
代
`
呼
ひ
た
る
説
に

一
歩
を
進

め
た

る
も
の
に
し
て
、
・頗

る
巧
妙

の
説
な
り
。
撚
れ
ε
も

一

の
熟
練
職
業
に
於
け
る
勢
賃
を
以
て
限
界
的
勢
働
者
の
限
界
的
費
用
ご
其
生
産
額

ε
の

一
致
せ
る
黙
ε
駕
す
は
始

り
に
人
類
を
機
械
約
説
し
、
且
人
類
を
唯
物
的
利
己
的

に
の
み
観
察
し
た
る
も
の

、
如
し
。

・

、

以
上
縷
説
し
泊

る
所
を
要
約
す
れ
は
、
限
界
生
産
力
の
勢
賃
説
は
多
く
の
眞
理
を
含
む
ε
雌
も
、
醗
り
に
物
質

的
、
抽
象
的
、
分
折
的

に
し
て
、
人
類
の
複
雑
な
る
思
索
、
慣
習
、
法
律
、
.道
徳
等
の
勢
力
を
度
外
に
措
き
て
彼

振
の
謂
ゆ
る
纒
濟
純
理
な
る
も
の
に
就
き
て
、
穿
鑿
敷
衍
す
る
の
短
所
あ
b
。
足

れ
余
の
未
だ
俄
か
に
此
涙
の
説

に
全
然
同
意
す

る
能
は
さ
る
所
以
な
り
。
(未
完
)

論

説

勢
賃
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(四
)

第
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五
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三
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